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要 旨 

中国四川省では人獣共通条虫症（脳嚢虫症、エキノコックス症）が流行している。本研究ではこれまでに①

人体寄生テニア属条虫３種(Taenia solium、Taenia saginata、Taenia asiatica)が同所的に分布していること(Li 

TY et al. 2006)、②T. saginata と T. asiatica 間での交雑個体が確認されたこと(Nkouawa A et al. 2009) から、③

交雑個体の追加確認、④交雑個体の遺伝子解析、⑤T. solium が確認される村落における嚢虫症患者の検出と

その検出法の評価、⑥今後の流行抑制に向けた対策指針策定を目的とする現地での共同調査を 2009 年 11

月に実施した。11 月に採集した寄生虫、住民の糞便、血清を用い、2010 年 2 月に四川省寄生虫行研究所か

ら Li TY 博士を招へいし、3村落住民におけるテニア症および嚢虫症流行の現状解析を行った。その結果、

①今回調査した３村落で駆虫されたテニア条虫は T. saginata と T. solium であった。②２集落からは T. 

saginata だけが検出されたが、残りの１集落からは T. solium と T. saginata が検出された。③1集落で高率に

嚢虫症患者ならびに T. solium 保虫者が確認された。④通常 T. solium 保虫者は１隻の条虫を宿すことがほと

んど全例と言われているにもかかわらず、今回確認された２症例では 5 隻および 20 隻が駆出された。テニ

ア症患者と嚢虫症患者の居住地と地理情報についての解析ならびに T. solium テニア症患者の家族、近隣住

民における嚢虫症の集積性の有無確認が今後の研究テーマである。 
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緒 言 

人体寄生テニア条虫として T. saginata（無鉤条虫、ウシサナダムシ）と T. solium （有鉤条虫、ブタサナダ

ムシ）の 2種が古くから知られている。近年、アジア各地で第 3のテニア条虫 T. asiatica（アジア条虫）の

分布が報告され、T. saginata と T. asiatica の近縁関係が議論されてきている(Ito et al. 2003; Ito A et al. 2010)。

本研究グループの研究を通して上記の 3 種類のテニア条虫が同所的に分布している地域が最近特定され始
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め (Li TY et al. 2006; Aantaphruti et al. 2007)、さらに T. asiatica と T. saginata の交雑個体が存在することが遺

伝子解析から判明し始めている(Nkouawa A et al. 2009; Okamoto M et al. 2010)。 

本研究では、①人体寄生テニア属条虫３種が同所的に分布し、②T. saginata と T. asiatica 間での交雑個体

が確認されている (Nkouawa A et al. in prep; Okamoto et al. in prep) 四川省 Yajiang（雅江）県で、③3 種テニ

ア条虫の追加確認、④交雑個体の追加確認、⑤交雑個体における遺伝子解析、⑤T. solium が確認される村落

における嚢虫症患者の検出と⑥その検出法の評価、⑦今後の流行抑制に向けた対策指針策定を目的とする現

地での共同調査を 2009 年 11 月に実施した。11 月に採集した寄生虫、住民の糞便、血清を用い、2010 年 2

月に四川省寄生虫行研究所から Li TY 博士を招へいし、3村落住民におけるテニア症、嚢虫症に関する流行

の現状解析を行った。 

 

対象と方法 

対象：四川省 Yajiang（雅江県）のチベット族の生活地域住民、地域の保健所の予備調査からテニア症患者

の検出が可能と期待される村落 

方法：村長を通して村民に住民健診の目的を前もって連絡し、2009 年 11 月中旬に希望者について問診、血

清、糞便を採取、テニア条虫を排泄した記憶がある村民にプラジカンテルならびに中国の伝統的駆虫剤であ

るカボチャの種を処方し、排泄される虫体の形状の比較解析を行った。血清抗体検査、糞便内遺伝子検査、

寄生虫の遺伝子検査は 2010 年 2 月に旭川医科大学ですでに確立されている検査法により実施された。さら

に、地理情報生態学の研究で国際的リーダーシップを発揮しているフランスの Giraudoux P 教授による指導

の下、地理情報システムから得られたデータと各患者の居住地との相関解析を試みた。 

 

結 果 

①今回調査した 3村落のうち 1村落から T. solium と T. saginata が検出された。T. solium を排泄した 2 女性

は 5 隻、20 隻を宿しており、通常 1 隻寄生である T. solium 感染の背景に特殊な事情があると予測された。

②ミトコンドリア遺伝子の解析結果から T. saginata と T. solium が確認された。 

③皮下腫瘍を有していた村民は嚢虫症であることが強く示唆された。 

④T. solium が確認された村落は山の尾根筋に位置する村落であった。 

 

考 察 

今回調査した 3村落におけるテニア症流行の基礎成績が得られた。①特に血清検査から嚢虫症患者の存在が

3村落で予測され、今後の確認検査が必要である。また、②今回確認されなかった２村落における T. solium

保虫者の確認が今後必要である。③稜線沿いの 1村落でテニア症、嚢虫症の患者が確認されたが、この村落

内での家族集積性、近隣家族集積性、ならびに山麓の村落での患者発生の可能性についても今後に調査が必

要である。④地理情報システムを用い、患者の居住区域、特に T. solium 保虫者と嚢虫症患者の位置関係の

解析は今後の重要な研究課題である。また、現時点ではミトコンドリア遺伝子だけを解析したが、今後、核

遺伝子の解析を実施し、今回検出された T. saginata 条虫の中に T. asiatica との交雑個体が含まれているのか

についての更なる解析が必要である。 
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